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昨冬よりも降雪量が多く厳しかった冬もようやく終わり、暖かな春の日差しを心地よく感じられるよ

うになりました。 

春の訪れとともに、学校では別れの季節を迎え、３月 13日に令和７年度卒業証書授与式が行われ、小

学部３名、中学部２名、高等部６名の皆さんが学び舎を巣立っていきました。卒業生は皆さん緊張の面持

ちでしたが、これまでの学習で身に付けた力を発揮し、一人一人が堂々と卒業証書を受け取っていまし

た。その姿は、力強くそして頼もしさを感じました。在校生は、卒業生のために感謝とお祝いの気持ちを

もって参加しました。中でも、式歌として全校で歌った「旅立ちの日に」は心を込めて歌い、卒業生と在

校生がともに創り上げた感動の一場面となりました。歌詞にあるように「飛び立とう未来を信じて」「広

い大空に夢をたくして」それぞれの道を力強く歩んで行ってほしいと願いながら、子供たちの姿を見守

っていました。今回の卒業式が、卒業生にとって人生の節目の一つとして、記憶に残る式であったならば

幸いです。 

在校生の皆さんには、これまで培った力を基に、新たなステージで新たな学習に挑戦し、さらに大きく

成長していってほしいと願っています。 

４月からの今年度の教育活動。普段の学習はもとより、乗馬やスケートなど、この学校、この町でなけ

れば体験や経験できない多くの教育活動がありました。一つ一つの活動がこの先の学習や生活において、

予想や予測ができるようになる力、活動を期待することや楽しむことができるように、すなわち学習や

生活の見通しがもてることに結び付くよう指導・支援を行ってきました。どれをとっても学校を支えて

くださった保護者の皆様をはじめ、地域及び関係機関の皆様のお力添えがあっての教育活動であったこ

とに対し、心からのお礼と感謝を申し上げます。ありがとうございました。 
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小学部で過ごした 6年間はどうでしたか？クラスの友達や小学部のみんな 

とたくさん遊び、一緒に勉強する中で楽しかったことやうれしかったことな

ど、多くの思い出ができたと思います。それはきっとみなさんにとって大切

な宝物になるはずです。小学部で学んだことを 

活かしながら中学部でも様々なことに全力でチ

ャレンジし、たくさん成長してほしいと思いま

す。これからのみなさんのさらなる活躍を期待

しています。卒業おめでとうございます！                 

【文責：今野】 

 

 

 中学部の生活では、たくさんの経験や学び

を積み重ねてきましたね。楽しいことばかり

ではなく、大変なことや壁にぶつかる場面も

多々あったと思いますが、そのすべてが今後

を支える力になります。また、３年生では受

検に向け努力する日々でしたが、乗り越える 

ことができました。学校での思い出を胸に、新たな場でも自分らしく輝け

るよう応援しています。素敵な高校生を目指して、頑張ってください。 

御卒業おめでとうございます。            【文責：川島】 

 

 

 

3 年生のみなさん、御卒業おめでとうございます。卒業を目前とし、出

会ったときと今とでは見違えるほど成長を感じています。12 年間の学校

生活も終わり、これから社会人としての生活が始まります。学校では最高

学年でしたが、４月からは社会人１年生です。わからないことは教えても

らいながら成長していってほしいと思います。保護者の皆様、関係機関の

皆様、御卒業おめでとうございます。 

                 【文責：金森】 
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 冬休み明けの１月、各学部でこの時期恒例となっている静内高校との交流学習がありました。交流の

はじめは、静内高校生による「書道パフォーマンス」。曲に乗せながら大きな筆で書き上げていく姿に、

児童生徒も釘付け。圧巻のパフォーマンスでした。その後は、事前に書いた作品の講評や、静高生に教え

てもらいながら、今年の目標や好きな言葉など、自分の「書きたい言葉」に筆を走らせました。また、通

常の半紙だけではなく、大型の半紙にも挑戦し、それぞれ自分の作品を仕上げました。短い時間でした

が、とても楽しく活動し、有意義な交流となりました。【文責：川浪】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

話がうまい人とはどんな人でしょうか？｢話し上手は聞き上手｣、本当に話が上手な人は、相手の話を

よく聞き、相手の立場に立って会話を進めることができるという意味のことわざです。親子で話をして

いると、どうしても子どもの話を途中で遮って、アドバイスや説教になってしまったという経験は誰に

でもあることだと思います。子どもの話を興味津々に聞きながら会話を進めていけ

ば、子どもが分かってもらえた、また話したい等、親子関係が良くなることは間違

いありません。「聞くこと」を意識して、親子での会話を楽しんでみたらいかがでし

ょうか？                         【文責：佐野】 
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静内高校との交流


